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書　

評瀬
原
義
生
著
『
ス
イ
ス
独
立
史
研
究
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
○
○
九
年
）

佐　

藤　

專　

次

す
で
に
大
著
『
ド
イ
ツ
農
民
史
の
研
究
』（
一
九
八
八
年
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
起

源
』（
一
九
九
三
年
）、『
ド
イ
ツ
中
世
都
市
の
歴
史
的
展
開
』（
一
九
九
八
年
）
を
公
刊
さ
れ
、
ド

イ
ツ
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
都
市
・
農
村
史
研
究
に
お
い
て
学
界
に
大
き
な
足
跡

を
残
さ
れ
た
著
者
の
第
四
の
著
作
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
は
ス
イ
ス
史
に
つ
い
て
、そ
の
起
源

か
ら
一
六
世
紀
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
画
期
と
な
る
出
来
事
を
中
心
に
以
下
の
八
編
の
章
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部　

ス
イ
ス
の
独
立

　

第
一
章　

 

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
起
源
と
そ
の
初
期
所
領

―
初
期
ス
イ
ス
支
配
権
力

の
実
態

　

第
二
章　

 

原
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
結
成

―
ザ
ン
ク
ト
・
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
峠
の
開
通

を
視
野
に
入
れ
て

　

第
三
章　

ス
イ
ス
八
州
同
盟
の
成
立

　

第
四
章　

ス
イ
ス
傭
兵
制
の
開
花

―
膨
張
期
ス
イ
ス
史
の
一
側
面

　

第
五
章　

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
に
つ
い
て

―
ス
イ
ス
独
立
の
達
成

第
Ⅱ
部　

ス
イ
ス
の
宗
教
改
革

　

第
六
章　

バ
ー
ゼ
ル
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
貫
徹

　

第
七
章　

 

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
、
ル
タ
ー
の
聖
餐
論
争

―
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
会
談
を
中
心

と
し
て

　

第
八
章　

第
二
次
カ
ッ
ペ
ル
戦
争
前
後

―
ス
イ
ス
宗
教
改
革
の
転
機

補
論　

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
展
開
過
程

本
書
は
、『
傭
兵
制
度
の
歴
史
的
研
究
』（
一
九
五
五
年
）
に
所
収
さ
れ
た
論
文
を
改
稿
し
た

第
一
部
第
四
章
（「
ス
イ
ス
傭
兵
制
の
開
花
」）
以
外
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
○
○
九
年
に
『
立
命

館
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
論
稿
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

順
次
、
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。
第
一
章
は
、
不
明
な
点
の
多
い
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の

起
源
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。
ま
ず
『
ム
ー
リ
修
道
院
古
文
書
集A

cta M
u

ren
sia

』
と
『
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
土
地
台
帳H

absbu
rger U

rbar

』
を
丁
寧
に
渉
猟
し
て
、
北
ス
イ
ス
・
高
シ
ュ

ヴ
ァ
ー
ベ
ン
・
ア
ル
ザ
ス
の
領
地
・
諸
権
利
の
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
王
位
選
出
当
時
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
収
入
総
額

を
算
定
し
、
そ
の
結
果
、
傑
出
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
選

帝
侯
に
次
ぐ
財
力
を
保
持
し
、当
時
オ
タ
カ
ー
ル
二
世
が
下
し
た
「
貧
し
い
伯
」
と
い
う
評
価

は
あ
た
ら
な
い
、
と
見
る
。
ま
た
こ
の
家
の
起
源
は
、
ア
ル
ザ
ス
の
カ
ロ
リ
ン
グ
期
に
遡
る
貴

族
家
門
で
あ
っ
た
。

第
二
章
で
は
、
原
ス
イ
ス
同
盟
の
結
成
と
モ
ル
ガ
ル
テ
ン
の
戦
い
を
扱
っ
て
い
る
。
ス
イ
ス

の
正
式
国
名
は
ド
イ
ツ
語
の
「
ス
イ
ス
誓
約
同
盟S

ch
w

eizerisch
e E

idgen
ossen

sch
aft

」

と
い
う
が
、
そ
の
名
前
の
い
わ
れ
は
、
原
ス
イ
ス
同
盟
に
あ
る
。
こ
の
同
盟
の
結
成
は
、
ザ
ン

ク
ト
・
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
峠
の
開
通
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
峠
の
開
通
で
交
通
の
要
所

と
な
っ
た
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
森
林
三
州
が
、
一
二
九
一
年
に

誓
約
同
盟
を
結
成
す
る
。
こ
れ
が
原
ス
イ
ス
同
盟
で
あ
る
が
、こ
れ
を
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
団
体

と
し
て
捉
え
る
近
時
の
見
解
に
対
し
て
、著
者
は
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
攻
勢
を
予
知
し
た
防

衛
同
盟
の
性
格
を
強
く
も
つ
」
団
体
と
み
て
、通
説
的
な
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
同
盟

が
モ
ル
ガ
ル
デ
ン
の
戦
い
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
勝
利
し
、「
永
久
同
盟
」
が
更
新
さ
れ
「
ス
イ

ス
誓
約
同
盟
」
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
は
、
八
州
同
盟
成
立
過
程
を
詳
細
に
追
っ
た
論
考
。
ル
ー
ツ
ェ
ル
ン
、
チ
ュ
ー
リ

ヒ
、
ベ
ル
ン
の
三
都
市
が
森
林
三
州
と
同
盟
締
結
に
至
る
複
雑
な
経
緯
を
詳
細
に
跡
付
け
る
。
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こ
れ
ら
の
都
市
と
の
同
盟
に
よ
り
、ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
く
。
ツ
ー

ク
と
グ
ラ
ー
ル
ス
も
こ
の
同
盟
に
加
わ
っ
て
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
一
三
八
六
年
ゼ
ム
パ
ッ
ハ
の

戦
い
と
な
る
。
こ
の
戦
い
に
勝
利
し
た
八
州
は
、
一
三
九
三
年
ゼ
ム
パ
ッ
ハ
協
定
を
結
び
、
こ

う
し
て
「
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
」
は
、ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
団
体
の
段
階
か
ら
領
邦
国
家
的
段
階
へ

と
上
昇
し
「
強
固
な
連
合
国
家
」
へ
と
成
長
を
と
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
章
は
ス
イ
ス
の
傭
兵
制
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
戦
争
と
イ

タ
リ
ア
戦
争
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
傭
兵
が
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
み
せ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
と
く
に

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
諸
国
が
ス
イ
ス
人
歩
兵
を
傭
兵
と
し
て
雇
い
入
れ
る
。ル
イ
一
四
世
の
治
世

は
ス
イ
ス
傭
兵
制
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
こ
で
は
傭
兵
を
生
み
出
し
た
社
会
的
な
基

盤
、
傭
兵
募
集
の
組
織
に
つ
い
て
も
解
明
し
て
い
る
。

第
五
章
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
を
最
終
的
に
独
立
せ
し
め
た
一
四
九
九
年
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
戦
争
を
扱
っ
て
い
る
。
南
ド
イ
ツ
の
農
民
・
都
市
と
の
関
係
、
さ
ら
に
帝
国
の
国
政
と
の

関
係
の
中
で
こ
の
戦
争
を
取
り
上
げ
、
南
ド
イ
ツ
の
中
小
貴
族
・
都
市
か
ら
な
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
同
盟
軍
な
ら
び
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
軍
を
撃
退
し
て
勝
利
に

至
る
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。こ
の
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
誓
約
同
盟
内
部
の
結
束
が
格
段
と
高

ま
り
、
ス
イ
ス
は
帝
国
か
ら
自
立
し
た
確
固
と
し
た
存
在
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
第
二
部
は
ス
イ
ス
の
宗
教
改
革
で
あ
る
。
第
六
章
で
は
、
ス
イ
ス
に
お
い
て

チ
ュ
ー
リ
ヒ
・
ベ
ル
ン
・
シ
ャ
ッ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
と
な
ら
ん
で
、
新
教
派
の
都
市
州
と
な
っ
た

バ
ー
ゼ
ル
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
貫
徹
を
扱
う
。ま
ず
改
革
は
人
文
主
義
者
ら
に
よ
り
導
入

さ
れ
、福
音
派
聖
職
者
に
よ
る
強
力
な
指
導
が
あ
っ
た
。
市
参
事
会
や
ツ
ン
フ
ト
は
こ
の
動
き

に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
一
般
市
民
、
民
衆
が
運
動
の
重
要
な
推
進
者
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
が
他
の
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
の
宗
教
改
革
に
見
ら
れ
な
い
バ
ー
ゼ
ル
市
の
特
徴

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
バ
ー
ゼ
ル
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
成
功
は
、ス
イ
ス

誓
約
同
盟
と
い
う
そ
の
国
家
の
あ
り
方
に
起
因
す
る
こ
と
を
著
者
は
強
調
す
る
。

第
七
章
は
ケ
ラ
ー
『
ツ
ヴ
ン
グ
リ
伝H

u
ldych

 Z
w

in
gli

』（
一
九
四
三
年
）
を
翻
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
統
一
の
た
め
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ

の
斡
旋
に
よ
り
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
お
い
て
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
と
ル
タ
ー
が
討
論
す
る
が
、
聖
餐

の
解
釈
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
結
局
決
裂
し
て
終
わ
る
。
本
章
だ
け
が
、
翻
訳
で
あ
り
、
全
体
の

構
成
か
ら
見
て
、
こ
の
部
分
だ
け
が
浮
き
上
が
っ
た
印
象
は
否
め
な
い
が
、
次
の
第
八
章
へ
の

橋
渡
し
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
八
章
で
は
第
二
次
カ
ッ
ペ
ル
戦
争
に
至
る
経
緯
を
詳
細
に
跡
付
け
た
論
考
で
あ
る
。
ツ

ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
交
政
策
の
展
開
を
論
じ
な
が
ら
、ス
イ
ス
内
部
で
の
宗
教

対
立
を
詳
細
に
述
べ
る
。
ス
イ
ス
東
部
の
新
教
化
に
脅
威
を
い
だ
く
ウ
リ
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
、

ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
な
ど
の
中
央
五
州
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
維
持
し
新
教
勢
力
と
対
決
を
深

め
、
つ
い
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
と
五
州
と
の
間
で
第
二
次
カ
ッ
ペ
ル
戦
争
に
至
る
。
結
局
、
戦
い
は

チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
惨
敗
に
終
わ
り
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
も
戦
死
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
改
革
は
頓
挫
し

た
。
し
か
し
五
州
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
は
寛
大
に
対
処
し
、各
州
に
お
け
る
州
当
局
に
よ
る
宗
教

決
定
権
、
そ
し
て
宗
派
並
存
を
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
は
宗
教
改
革
に

よ
る
分
裂
の
危
機
を
回
避
し
て
同
盟
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
本
書
の
主
な
内
容
で
あ
る
。
著
者
の
ス
イ
ス
史
へ
の
関
心
は
、
五
十
年
以
上
も
前

に
書
か
れ
た
ス
イ
ス
傭
兵
の
論
考
に
始
ま
る
と
「
あ
と
が
き
」
に
書
か
れ
て
い
る
が
、こ
の
関

心
を
長
ら
く
維
持
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
ま
と
ま
っ
た
ス
イ
ス
の
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と

は
、
誠
に
敬
服
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
を
機
に
、
国
家
形
成
が
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
異
な
る
ス
イ
ス
史
へ
の
関
心
が
わ
が
国
で
い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


